
 

目黒区総合庁舎ﾚｽﾄﾗﾝ業務委託 プロポーザル募集要項 

 

１ 件名 

  目黒区総合庁舎レストラン業務委託 

 

２ 目的 

  目黒区職員互助会（以下、「互助会」という。）では、民間事業者ならではの専門知識、ノウ

ハウ、業務運営の柔軟性、創意工夫を活用し、職員の福利厚生を目的とした良質低廉な食事の提

供を行うとともに、庁舎機能の一部として「区民に親しまれる庁舎」を意識し、来庁者の利用も

考慮したレストランの運営を行います。 

 

３ 業務内容 

 （１）業務上必要な食材料及び商品等の原材料の調達 

 （２）調理、盛付 

 （３）接客サービス 

 （４）食器具の洗浄、消毒、保管 

 （５）施設、設備の清掃及び日常点検 

 （６）残菜及び厨芥の処理 

 （７）食券自動販売機の日常的な維持管理 

 （８）感染症予防対策 

（９）前各号に付帯するその他必要な業務 

 

４ 履行期間 

  令和８年５月１日から令和９年４月３０日まで（業務委託は１年契約とします）。 

ただし、契約期間内の履行状況が良好であることを確認した上で、一定の継続性が必要である

と互助会が判断した場合は、翌年度以降契約を継続することがあります（最大５年間）。 

 

５ 選定方式 

  公募型プロポーザル方式 

 

６ 参加資格要件 

    次の全ての条件を満たすとともに、別添「目黒区総合庁舎レストラン業務委託に関する条件」

を承知のうえ、業務を履行すること。 

  （１）ランチタイムに１日４００食以上を提供する社員・職員食堂事業において、２か所以上か

つ現に引き続き２年以上の実績を有していること。 

 （２）営業上の行政処分を令和７年７月１日を基準として過去３年以内に受けたことがないこと。

また、公衆衛生上重大な事故を過去３年以内に起こしたことがないこと。 

 （３）地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定に該当していない

こと。 

 （４）目黒区競争入札参加資格者指名停止措置基準（平成２年４月１日付け目総契第７４０

号）に基づく指名停止を受けていないこと。 

 （５）目黒区契約における暴力団等排除措置要綱（平成２３年７月２８日付目総契第４０７０

号）による入札参加除外措置を受けていないこと。 

（６）会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づく再生手続開始の申立て又は民事再生法



 

（平成１１年法律第２２５号）に基づく再生手続開始の申立てがなされていないこと。 

 

７ 公募スケジュール 

日程（予定） 内容 

令和７年 

７月１０日（木） 区公式Ｗｅｂサイトで募集要項の公表 

７月１６日（水）から 

７月２５日（金）１７時まで 
質問票受付期間 

７月３０日（水） 区公式Ｗｅｂサイトで質問回答 

７月３０日（水）から 

８月１２日（火）１７時まで 
応募書類一式の提出締切 

９月末頃 一次審査（書類）結果通知の発送 

１０月中旬から下旬頃 二次審査（プレゼンテーション）実施 

１１月上旬から中旬頃 選考結果通知の発送 

 

８ 応募までの流れ 

（１）質問及び回答 

   ア 質問受付期間 

     令和７年７月１６日（水）から令和７年７月２５日（金）１７時まで 

   イ 提出方法 

     質問がある場合は、様式１「質問票」を互助会事務局宛て電子メールにより提出してく

ださい。口頭（電話・窓口等）及び電子メール本文への直接入力による質問は受け付けま

せん。 

   ウ 質問に対する回答 

     令和７年７月３０日（水）に区公式Ｗｅｂサイトにて公表します。 

（２）応募書類の提出 

   ア 受付期間 

     令和７年７月３０日（水）から令和７年８月１２日（火）１７時まで 

   イ 提出方法 

     互助会事務局宛て電子メールにより資料を提出してください。電子メールの件名は「目

黒区総合庁舎レストラン業務委託 応募書類の提出」とし、電子メール送付後は必ず互助

会事務局へ電話連絡し、メールの受領確認を受けてください。 

     なお、受付期間を過ぎて提出された場合は、応募は無効とします。 

   ウ 提出書類 

No 書類名 備考 

1 プロポーザル参加申込書 様式２ 

2 事業者概要 見本１ 

3 目黒区総合庁舎レストラン運営企画書 見本２ 

4 
直近３か年分の決算内容が分かる書類(決算書、貸借対照

表、損益計算書等) 
－ 

5 
実際に提供可能な定食・弁当の料理カラー写真及びカロリ

ー・塩分・脂肪・材料・特徴を表記(１週間分） 
自由様式 

6 
契約書の写し（６ 参加資格要件(１)の条件に合うもの２

か所分） 
－ 

7 
提供価格･収支状況･営業実績・令和７年７月の提供メニュ

ー（６ 参加資格要件(１)の条件に合うもの２か所分） 
自由様式 



 

8 衛生管理体制にかかる資料 自由様式 

9 危機管理体制（食中毒・火災等事故）にかかる資料 自由様式 

10 苦情処理体制にかかる資料 自由様式 

   エ 提出に当たっての留意事項 

     提出書類No.２～１０には、参加者名、人名及び参加者名を類推できるような記載をしな

いでください。例えば、会社のロゴマーク、施設、社員（職員）の経歴や保有資格、写真

などがこれに当たります。また、特段指定するもの以外に固有名詞などの記載や個人を識

別できるような写真の掲載は控えてください。なお、そのような記載があった場合には書

類一式を受理しない場合があります。必要な場合は、「当社」、「当団体」などの表現に

修正してください。 

     提出期限後の提出書類の差替え、追加及び再提出は一切できません。二次審査（プレゼ

ンテーション）に係る資料等も提出期限以降は受け付けませんのでご注意ください。提出

書類でプレゼンテーションを行っていただきます。 

 

９ 審査基準・選定方法 

  審査は一次審査及び二次審査による総合的な評価を実施します。この審査及び選定は、目黒区

総合庁舎レストラン業務受託業者選定委員会設置要領に規定する選定委員会が行います。この選

定委員会は、目黒区職員互助会員により構成します。審査基準は別紙「審査項目・審査基準表」

のとおりです。 

  なお、応募が１社のみの場合でも、選定委員会による審査を実施します。 

（１）一次審査 

   応募書類の内容について書類審査を行い、「二次審査対象者」を３社程度選定します（ただ

し、評価点の合計が６０点を超える場合に限る。）。 

（２）一次審査の結果 

   すべての応募者に対して選定結果を書面により通知します。 

（３）二次審査（プレゼンテーション） 

   当日新たな資料の持ち込みは不可とします。二次審査の日時については、該当事業者宛て別

途通知します。 

  ア 内容（予定） 

内容 時間 

提案の説明 ２０分 

質疑 ２０分 

  イ 説明 

    説明用資料は運営企画書等を用いることとし、新たな提案は認めません。 

  ウ 機材 

    パソコン等の機材を使用して説明を行う場合は、二次審査対象者側で準備してください。

ただし、マイク、プロジェクター及びスクリーンは区の機材を使用することができます。 

なお、プレゼンテーションにおいては、画面内に商号、名称、ロゴマーク等事業者を特定

又は推測できるものが映り込まないようにしてください。 

（４）候補者の選定方法 

   一次審査及び二次審査の審査結果から、評価点の高い提案者順に第１位及び第２位の候補者

を選定します（ただし、評価点の合計が９０点を超える場合に限る。）。また、複数の提案者

の評価点が同点となった場合は、定食の平均価格の安い順に選定します。第１位の候補者が辞

退又は失格となった場合は、第２位の候補者を委託候補事業者とします。 



 

（５）候補者選定結果の通知 

   二次審査を行ったすべての提案者に対して、選定結果を書面により令和７年１１月上旬から

中旬頃に通知します。また、選定の経過及び結果については、目黒区公式Ｗｅｂサイトで公表

します。 

 

１０ その他 

（１）契約について 

   互助会と委託候補事業者は、提案内容に基づき、仕様内容を協議の上、仕様を決定します。

ただし、次の事項に該当した場合は、次点委託候補者を繰り上げ、前述のとおり仕様を決定し

ます。 

  ア 委託候補事業者が辞退した場合 

  イ 委託候補事業者が失格となった場合 

  ウ 協議が不調となり契約成立が見込めないと互助会が判断した場合 

（２）プロポーザル提案に係る費用負担について 

   本プロポーザル提案に関する費用は、すべて事業者の負担とします。 

（３）審査について 

   審査の経緯や詳細に関する質問には一切応じません。 

（４）互助会による提出書類の目的外利用について 

   本プロポーザル提案において、互助会に提出された書類等は、目的外での利用は一切しませ

ん。 

（５）互助会が配付する書類及び提示した資料について 

   互助会が配付する書類及び提示した資料は、本プロポーザル提案の応募に関わる検討以外の

目的で使用することはできないものとします。 

（６）現場への立入について 

   現在委託運営中のため、現場内に立ち入ることはできません。そのため、現場に関する情報

は互助会から提供した図面及び現場外からの視察のみとします。 

（７）開示請求等について 

開示請求等については、目黒区情報公開条例（平成１２年１２月目黒区条例第５８号）に準

じて取り扱います。 

ア 提案書は本件に係る審査結果を公表後、結果の如何に関わらず、開示請求があった場合は、

原則全部開示とします。したがって、全部開示されることを前提に、独自ノウハウ等の開示

されることで法人等に明らかに不利益になる事項及び受託している実務実績については様式

３「提案内容に関する不開示希望部分・理由の疎明書」に記載の上、提出してください。 

なお、不開示部分についての最終判断は互助会で行いますので、必ずしも疎明書に記載さ

れたすべての部分が不開示になるというわけではありません。 

イ 様式３「提案内容に関する不開示希望部分・理由の疎明書」には、法人名、提案書の該当

ページ、不開示を希望する部分、具体的な理由を明記してください。 

なお、提案内容に関する不開示希望部分・理由の疎明書の提出があった場合は、目黒区情

報公開条例第１５条第１項に規定する任意的意見聴取において、意見書の提出があったもの

とみなしますが、疎明書の提出時と変化がないか等、再度、状況の確認をさせていただく場

合があります。 

（８）辞退について 

   応募を辞退する場合は、様式４「辞退届」を互助会事務局宛て電子メールにより提出してく

ださい。 

（９）失格について 



 

次のいずれかに該当する場合は、失格とします。 

なお、失格となった場合においてもすでに提出された提案書等は返却しません。 

ア 提出書類に虚偽の記載があったとき。 

イ 参加要件を満たさなくなったとき。 

ウ 審査の透明性・公平性を害する行為があったとき。 

エ 期限までに書類等が提出されなかったとき。 

オ その他、募集要項に反したとき。 

 

１１ 問合せ先及び提出先 

〒153-8573 

東京都目黒区上目黒二丁目１９番１５号 目黒区総合庁舎４階 

目黒区職員互助会事務局（目黒区総務部人事課福利健康係） 深澤・渡邊・和田 

TEL 03－5722－9376（直通） 

FAX 03－3715－8852 

Email  jinji05@city.meguro.tokyo.jp 

 

以     上 


